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要旨：1988年以降，住民参画型の水環境整備により農業水利施設が有する多面的機能の維持・増
進が図られてきた。本研究では，こうした整備実施により多面的機能が増進された農業用水系を農
業水利環境ストックとし，同ストックを 27 年間にわたり保有してきた滋賀県甲良町を対象に，維
持管理の継続要因と課題を組織面から分析した。その結果，区が担う全世帯出動型の活動によりス
トック全体の清掃が網羅され，さらに 2つの住民組織が点検，補修および記録・広報を担うことで，
ストック全体の維持管理が補完されていた。また，集落行事の準備が住民組織間の活動調整の機会
として機能していた。今後の維持管理の継続に向けては，組織内の世代交代が課題である。 
キーワード：農業水利施設，水環境整備，維持管理活動，住民組織，多面的機能 
Abstract：  Public-participated environmental improvement has formed irrigation-based 

environmental stocks in rural area. This study aimed to reveal factors and issues for continuous 
stock maintenance from the viewpoint of residents’ association, in a case of Koura town. As a 
result, stock maintenance was complemented by individual association’s activities based on all-
residents-participated activities. Traditional events functioned as activities’ adjustment 
between associations. Aging was identified as the core issue for continuous stock maintenance. 

Key Words： irrigation and drainage facilities, environmental improvement, maintenance 
activities, residents’ association, multifunctionality 

 
 

 
はじめに 

 

農業水利施設高度利用事業（以下，高度事業）の創設

（1988年）以降，農業水利施設が有する多面的な生活用水

機能（遊び場機能や生態系の涵養など）の維持・増進を図

る水環境整備1）が，住民参画のもと実施されてきた。こう

した整備により，当該地域では，多面的機能が増進された

農業水利施設の整備空間を含む農業用水系が形成された。

本研究では，このように多面的機能が維持・増進された地

域内農業用水系を“農業水利環境ストック”とする。 
同ストックの多面的機能の発現に係る基礎的な維持管

理は，これまで集落単位の住民組織により担われてきた

（岡本, 2003）。しかし，同ストック保有地域では，農業従
事者の減少などによる住民組織の弱体化が喫緊の課題と

なって久しい（本田，2015）。こうした状況下，同ストック

の多面的機能の持続性を担保するには，維持管理の担い手

である住民組織が維持され，それら組織間での業務分担と

活動調整がなされることが不可欠だと考えられる。 
先行研究からは，維持管理の持続性を担保するには，中

間支援組織の設立（岩本ほか，2012）や非農家の参加（松

村ほか，2004）が有効であることが指摘されている。しか

し，高度事業創設期に先駆的に水環境整備を実施した地域

を対象に，“整備以降，地域内人口が高齢化してきたなか，

各住民組織がどう変化してきたか”について，住民組織の

構成員と編成に着目し分析した研究はない。また“現在，

住民組織がどのような業務分担のもと維持管理活動を行

い，どのように組織間の活動調整を図っているか”という，

維持管理の業務分担と活動調整を組織レベルから解明し

た研究もない。こうした観点から水環境整備の先発実施地

域を対象に維持管理の継続要因と課題を分析することは，

水環境整備の後発実施2）地域における農業水利環境ストッ

クの“負の遺産化”を未然に防ぐうえでも有効だと考える。 
本研究では，高度事業の導入以降，27年間にわたり住民

参画型の維持管理を継続してきた地域を対象に，まず各住

民組織の構成員と編成の変化を把握する（目的１）。そし

て，2017年現在における農業水利環境ストックの維持管理

活動の業務分担を解明したうえで（目的２），住民組織間

の活動調整を解明する（目的３）。これらの結果をふまえ，

維持管理の継続要因と課題を組織面から考察する。 
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１．研究の方法 
 
１．１ 調査対象の選定 
本研究では，滋賀県犬上郡甲良町北落集落（人口360人，

高齢化率27.8%）を調査対象地として選定した。甲良町は，

農業水利施設高度利用事業の先発導入地域（1989年）であ

り，この事業導入に伴い，行政と住民が一体となって“せ

せらぎ遊園のまちづくり”を行ってきた（1990年開始）。 
北落集落では，同事業の導入に伴い，農業水利施設の多

面的機能に関する住民学習会を実施し，当初パイプライン

化を予定していた集落内水路を開水路のまま保持したう

え環境配慮型工法を施し，分水工を親水公園として造成す

る水環境整備を実施した（1999年完了）。この整備以降，

同集落では住民参画型の維持管理が継続されている。こう

した水環境整備経緯から，北落集落の農業水利環境ストッ

クを構成する5空間を調査対象に設定した（図１）。 
１．２ 調査対象集落における農業水利環境ストックの 

維持管理を支える住民組織の概要 

 北落集落における農業水利環境ストックの維持管理を

担う住民組織（以下，担い手組織）の概要を表１に示す。

本集落では現在，区や老人会など合計7組織が維持管理活

動を行っている。区は集落行政を主に担う組織で，組は隣

組から発展した組織である。農業組合は主に集落農政を担

う組織で，公民館は主に文化的行事を担っている。老人会

は満 65 歳以上の住民が原則全員参加する組織である。む

らづくり委員会は“せせらぎ遊園のまちづくり”を契機に

設立された本集落固有の組織で，住環境整備など集落の多

様な課題に取り組む実践型組織である。先行研究からは，

むらづくり委員会の設立によって組織間の連携が促され，

住民主体のまちづくり（住環境整備）が促進されてきたこ

とが指摘されている（乳深ほか，2004）。いきいき保全隊は，

むらづくり委員会から新規に派生した組織である。現在は

多面的機能支払交付金の申請に係る業務を担っている。 

１．３ 調査・分析の手順 

本研究の調査・分析手順を図２に示す。目的１では，せ

せらぎ遊園のまちづくりが開始した1990年から2017年ま

での 27 年間を対象に，構成員の所属年数と年齢および組

織内編成の変化を把握するために，集落内の維持管理にお

いて中心的役割を果たしてきた地域住民 4 名（60 歳代～

70歳代の男性）3）に聞取り・資料調査（各組織の運営規定

や構成員名簿など住民作成資料）を実施した。このデータ

より，組織別に構成員と組織内編成の変化傾向を分析する。 

目的２では，2017 年現在における維持管理活動の実態

（活動を構成する業務内容，各業務の担い手組織）を把握

するため，既出の住民を対象に聞取り調査と，資料調査（年

間行事予定表などの住民作成資料）を実施した。この調査

データより，Plan-Do-Seeプロセス（以下，PDSプロセス）

のフレームワークを仮説的に設定し，この視点から維持管

理活動の業務工程を整理し，どの担い手組織がどのような

業務を担っているかを分析する。 

 目的３では，先行研究の成果と予備調査の結果4）にもと

づき，仮説「構成員の重複が維持管理活動の業務分担に係

る組織間調整を円滑にする」を設定したうえ，担い手組織

の構成員名簿を用いて，社会ネットワーク分析（以下，SN

分析）を実施し，組織間の構成員の重複を数値化する。本

 
図２ 本研究の調査・分析手順 

目的２：維持管理活動の業務分担

分析1) 維持管理活動業務工程
分析2) 各業務工程における担い手組織

目的３：担い手組織間の活動調整

分析1)担い手組織間の活動調整方法
分析2) 担い手組織間の構成員の重複

目的１：各担い手組織の変化

分析1) 構成員の変化
分析2) 組織内編成の変化

【聞取り調査の概要】
・対象：地域住民4名
（60-70歳代男性）

・形式：
対面インタビュー

・日程：13日間
2017/2/20-24,
2017/11/15-22

【資料調査の対象】
各組織の構成員名
簿と運営規定，維持
管理記録，行事予
定表，集落広報

 
図１ 農業水利環境ストックを構成する5つの対象空間 
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表１ 北落集落における維持管理の担い手組織 

 

担い手
組織

概要

区役員
区長・副区長・組長(10名)から構成され，集落行政を担う。
区民協議費（約1万円／戸）のもと，年間計画を立てる。

組
集落内に計10組存在する。区役員会での決定事項の伝
達や，町役場からの広報等を各戸に配布する。

農業組合
集落内の農政を担う。2組に1人の班長制のもと，農業組合
班長5名により役員が構成される。

公民館
老人会や婦人会などの各種団体の正副代表などを統括し
た組織。区民運動会など多様な集落行事を担う。

老人会
春祭りや集落内の奉仕作業などを行う。満65歳以上の住
民が原則全員参加する。

むらづくり
委員会

町の交付金(60万円/年)のもと，住環境整備などを行う。集
落課題に長期に取り組む，区長の諮問機関である。

いきいき
保全隊

むらづくり委員会地域用水部会を母体に設立した組織。
多面的機能支払交付金の申請に係る業務を担う。
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研究では，SN分析の際，ある組織が重複構成員を有してい

る他組織の数を示す「次数中心性」と，ある組織が他組織

との間に有する重複構成員の数を示す「重み付き次数中心

性」を指標として用いる（辻，2001）。なお，分析ソフトに

は，SN分析に多用されている「Pajek 4.01a」5）を用いた

（デノーイ，2009）。次に，この結果をふまえ，既出の住民

を対象に聞取り調査を実施し，担い手組織間の業務分担に

関する話し合いと具体的事例を把握することで，担い手組

織間の活動調整方法を分析する。 

 

２．結果と考察 
 
２．１ 構成員と編成からみた各担い手組織の変化 
まず，構成員からみた各担い手組織の変化を述べる。各

担い手組織の構成員の平均年齢の変化を図３に，平均所属

年数を表２に示す。平均年齢の変化では，全組織において

高齢化が確認された。なかでも老人会の高齢化が最も早く，

次いで，農業組合とむらづくり委員会の高齢化の進行が早

かった。平均所属年数では，むらづくり委員会が最も長く

（9.82年），次いで公民館（4.27年）が長かった。 
次に，各担い手組織の編成変化を述べる。27年間におけ

る各担い手組織の編成変化を分析した結果，以下の4類型

に整理できた。新規に既存組織より派生した【新設型】（い

きいき保全隊），編成・人員構成が縮小した【縮小型】（農

業組合），編成・人員構成が多様に変化した【多変化型】（む

らづくり委員会），編成・人員構成に変化がなかった【継続

型】（公民館，老人会，区）である。 

【新設型】では，農地・水・環境保全向上対策（2007年）

を契機に，むらづくり委員会から派生したいきいき保全隊

があった（図４）。現在，いきいき保全隊が多面的機能支払

交付金に係る業務を遂行できていたのは，構成員の多くが，

むらづくり委員会で農業水利施設の整備に関する経験を

積んでいたためであった。【縮小型】である農業組合は，

1990年では役員が各組の代表者10名から構成されていた

が，農業従事者の減少に伴い，現在では2組に1人が役員

を務める班長制（5名）へと縮小していた。これは，輪番

制で務める班長の負担を軽減するためであった。 

【多変化型】であるむらづくり委員会では，編成が6回

変化していた（図４）。これは，むらづくり委員会が集落課

題の発見と解決を担う実践型組織であるため，集落内の課

題変化に対応して再編されてきたからである。例えば，第

6期から第7期への編成変化をみると，新規に広報部会が

設立された。広報部会は毎月，集落行事の様子などをまと

めた広報「厚生・北落」を編集し，各戸に配布していた。

こうした広報配布により，生活様式の多様化に伴い維持管

理を含む集落行事を身近に感じない若者世帯が増加して

きたなかで，行事への参加呼びかけがなされていた。 

 ２．２ 維持管理活動の業務分担 
１）維持管理活動における業務工程と実地作業の実態 

 5つの対象空間における維持管理活動として，合計13の

活動が確認できた。そして，これら活動を構成する業務項

目を，仮説として設定したPDSプロセスを用いて整理した

ところ，Plan《計画作成》，Do《実地作業》，See《記録・広

表２ 各担い手組織の平均所属年数 

 

組織 平均所属年数

むらづくり委員会 9.82年

区役員 2.79年

農業組合 3.14年

いきいき保全隊 3.33年

公民館 4.27年

老人会役員 1.45年

 
図４ 【多変化型】であるむらづくり委員会の編成変化 
注：網掛けの地域用水部会は，2007年にいきいき保全隊として分派した。 

委員長（1名）

事務局
（2名）
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（ソフト1名）
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部会（20名）

文化
部会（17名）

健康福祉
部会（19名）

執行部（4名）
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部会
（15名）

環境
部会
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研修交流
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（15名）
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【第7期】（2014－2017年）
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図３ 各担い手組織の構成員の平均年齢の変化 
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報》の3工程（13項目）に整理できた（表３）。計画作成

ではa.日程の決定やb.作業空間の状況確認など7項目が

あり，実地作業ではh.清掃作業やi.点検作業など4項目

があった。また記録・広報ではl.記録とm.広報があった。 

これら3工程をふまえ，13活動における実地作業の実態

と担い手組織を表４に整理した。なお，活動名が存在しな

い活動は，その担い手組織にもとづき筆者らが便宜的に整

理した。維持管理活動は，全世帯代表者の出役を基本とす

る「全世帯出動型」（公園清掃などの4活動），複数の担い

手組織が共同で実施する「組織複数型」（魚つかみ大会の1

活動），担い手組織が単独で行う「組織単体型」（いきいき

保全隊活動Aなどの8活動）の3つに分類できた。 

 活動分類ごとに実地作業の実態をみると，「全世帯出動
型」では，活動の対象空間は全調査対象空間を網羅してお

り，実地作業の内容は清掃と植栽管理であった。活動頻度

は，公園清掃（No.1）（3回/年）以外の3活動は年1回実

施されていた。「全世帯出動型」の維持管理活動の特徴は，

1つの活動が複数空間を対象ないしは複数の実地作業を行

うことであった。「組織複数型」では，活動の対象空間は1

空間（親水公園②）のみで，実地作業の内容は清掃，その

活動頻度は年 1 回であった。「組織単体型」では，活動の

対象空間はそれぞれ異なり，実地作業の内容は，清掃・点

検・植栽管理・補修の全4項目が確認された。また活動頻

度は活動ごとに異なっていた。「組織単体型」において注

目すべき活動として，いきいき保全隊活動A（No.6）とむ

らづくり委員会活動（No.10）およびいきいき保全隊活動B

（No.7）と農業組合活動 B（No.13）を挙げる。活動 No.6

とNo.10における実地作業の内容は補修だが，その対象空

間は異なっていた。また活動No.7 と No.13 では，実地作

業の内容は点検であるが，その対象空間は異なっていた。

このように，「組織単体型」では，実地作業の内容によって

各担い手組織の担当空間が分担されていた。 

２）維持管理活動の業務工程別にみた担い手組織 

表４を用いて，業務工程別にみた担い手組織を活動分類

ごとに述べる。「全世帯出動型」では，《計画作成》と《実

地作業》の多くを区が担っていた。また《記録・広報》は

いきいき保全隊とむらづくり委員会が担っていた。「組織

複数型」では，《計画作成》と《実地作業》を公民館といき

いき保全隊が担い，《記録・広報》をいきいき保全隊とむら

づくり委員会が担っていた。「組織単体型」では，《計画作

成》と《実地作業》を各担い手組織が個別に担い，《記録・

広報》はいきいき保全隊が担っていた。なお，全 13 活動

を通して記録が実施されていたのは，いきいき保全隊が多

面的支払交付金に申請するためであった。 

表４ 農業水利環境ストックの実地作業の実態と業務工程別にみた担い手組織 

 
注：維持管理活動名は，住民作成資料（年間行事予定表）の表記にならう。組織単体型は活動名がないため，担い手組織にもとづき筆者らが整理した。 

対象空間 実地作業の内容 頻度 《計画作成》 《実地作業管理》 《記録・広報》

1 公園清掃 親水公園①・② 清掃・植栽管理 3回/年 区 区
いきいき保全隊
むらづくり委員会

2 墓地・堤防・公園等清掃 親水公園① 清掃・植栽管理 1回/年 区 区
いきいき保全隊
むらづくり委員会

3 区内用排水路等清掃
支線水路①・②
親水公園①・②
圃場内水路

清掃 1回/年 区 農業組合
いきいき保全隊
むらづくり委員会

4 区内河川清掃 支線水路①・② 清掃 1回/年 区 区
いきいき保全隊
むらづくり委員会

組織
複数型

5 魚つかみ大会準備 親水公園② 清掃 1回/年
公民館

いきいき保全隊
公民館

いきいき保全隊
いきいき保全隊
むらづくり委員会

6 いきいき保全隊活動A 圃場内水路 補修 問題化した時 いきいき保全隊 いきいき保全隊 いきいき保全隊

7 いきいき保全隊活動B
親水公園①
圃場内水路

点検 5回/年 いきいき保全隊 いきいき保全隊 いきいき保全隊

8 組活動A 支線水路① 植栽管理 3回/年 組 組 いきいき保全隊

9 組活動B 支線水路① 清掃 1回/年 組 組 いきいき保全隊

10
むらづくり
委員会活動

支線水路①・②
親水公園①・②

補修 問題化した時 むらづくり委員会 むらづくり委員会 いきいき保全隊

11 老人会清掃活動 支線水路② 清掃 2回/年 老人会 老人会 いきいき保全隊

12 農業組合活動A 圃場内水路 清掃 1回/年 農業組合 農業組合 いきいき保全隊

13 農業組合活動B 親水公園② 点検 1回/年 農業組合 農業組合 いきいき保全隊

維持管理活動名分類

全世帯
出動型

組織
単体型

業務工程別にみた担い手組織実地作業の実態
No.

表３ 農業水利環境ストックの維持管理活動 

における業務工程 

 

分類

業
務
項
目

a
日
程
の
決
定

b
作
業
空
間
の
状
況
確
認

c
作
業
内
容
の
決
定

d
配
置
す
る
人
員
の
検
討

e
ビ
ラ
の
作
成
・
配
布

f
協
力
要
請

g
実
地
作
業
の
準
備

h
清
掃
作
業

i
点
検
作
業

j
植
栽
管
理
作
業

k
補
修
作
業

l
記
録

m
広
報

《記録・広報》《計画作成》 《実地作業》
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２．３ 担い手組織間の活動調整 
ここでは，仮説「構成員の重複が維持管理活動の業務分

担に係る組織間調整を円滑にする」にもとづき組織間の構

成員の重複を分析したうえで，活動調整方法を分析する。 

１）担い手組織間の構成員の重複 
 担い手組織間の構成員の重複を SN 分析した結果を図５

に示す。まず組織間関係図をみると，公民館といきいき保

全隊間の紐帯（10）がもっとも太く，次いで公民館と区役

員間の紐帯（8）が太かった。これは，公民館といきいき保

全隊間および公民館と区役員間の重複構成員が多いこと

を意味する6）。次に，ネットワーク指標の値に着目すると，

次数中心性ではむらづくり委員会，いきいき保全隊，公民

館が高い値（5）を示した。これは，これら3組織が，自組

織以外の全ての組織（5組織）と構成員を重複しているこ

とを意味する。また，重み付き次数中心性では，公民館（31）

がもっとも高く，次いでいきいき保全隊（22），むらづくり

委員会（15）が高い値を示した。これは，これら3組織が

多くの重複構成員を有することを意味する。 

むらづくり委員会，いきいき保全隊，公民館が2つの指

標において高い値を示したのは，これら3組織が分野横断

的な構成員により構成されていたためである。例えば，む

らづくり委員会役員は，前年度の委員長・副委員長・区長・

副区長・事務局長らの推薦によって人員配置が決定される

が，その際，他組織に所属している人員が含まれるように

配慮されていた。また，いきいき保全隊役員のうち，代表

と副代表（2名）は，区長・農業組合長・むらづくり委員

長の“充職”となっていた。公民館は，公民館長以外の役

員が区長・副区長・農業組合長・農業組合副組合長・老人

会長・老人会副会長の“充職”となっていた。 

２）担い手組織間の活動調整方法 
 複数の担い手組織が同時に関与する維持管理活動を円

滑に実施するには，日程や場所，具体的な作業内容の検討

など，担い手組織間の活動調整が必要になる。２．２の結

果（表４）をふまえ，3つの活動分類別に組織間の活動調

整方法を表５に整理した。いずれの分類においても，行事

の準備の際などで役員同士が顔合わせをした際に組織間

の活動調整が図られているケースが存在した。また，こう

した活動調整の際，いきいき保全隊の記録があったことに

よって，作業内容が検討され《計画作成》に反映されてい

たことが分かった。例えば，表４における活動 No.5 魚つ

かみ大会準備（8月に実施）では，「いつ，どのような作業

をするか」という日程・作業内容の調整を，7月開催の夏

祭りの際に，いきいき保全隊と公民館の両代表者が，いき

いき保全隊の記録を参考に決めていた。 
次に，担い手組織間の構成員の重複（図５）をふまえ，

各担い手組織が準備に関わる集落行事を表６に整理した。

１年間にわたって担い手組織の役員が準備に関わる集落

行事が10件存在していた。これら10件の行事における主

催組織をみると，区・農業組合・むらづくり委員会がそれ

ぞれ主催する行事が1件ずつあり，公民館主催の行事が6

件あった。次に，参加組織をみると，その多くが主催組織

と重複構成員を有することで行事準備に参加していた。 

表６ 担い手組織の集落行事の準備への参加状況 

 
注1：◎は行事の主催組織を，〇は参加組織，●は主催組織と重複構成員を 

有する参加組織を示す。 

注2：組は，組長が区役員を兼務しているため，区役員に含めた。 

行事名
開
催
月

区
役員

農業
組合
役員

いきい
き保全
隊役員

むらづ
くり委員
会役員

老人
会役
員

公民
館役
員

1. 敬老会 2 ● ● ● ● ● ◎

2. 総会 4 ◎ ○ ● ● ○ ●

3. どろんこ田植え 5 ● ● ● ◎ ● ●

4. 農業祭 ◎ ● ● ●

5. 夏祭り ● ● ● ● ● ◎

6. ゴルフ大会 ● ● ● ● ● ◎

7. 魚つかみ大会 ● ● ● ● ● ◎

8. どろんこ稲刈り 9 ● ● ● ◎ ● ●

9. 運動会 10 ● ● ● ● ● ◎

10. 文化祭 11 ● ● ● ● ● ◎

7

8

表５ 活動分類別にみた組織間の活動調整内容と方法 

 
注：活動No.は表４の活動No.に該当する。 

活動分類 調整内容と方法【該当する活動No.】

全世帯
出動型

毎年同じ場所を行うため場所の調整は必要ないが，作業内容
は，いきいき保全隊の記録（泥のたまり具合や植生の茂り具合
など）を参考に，行事の準備などで役員同士が顔合わせした
時に検討する。                                       【活動No.1,2,3】

組織
複数型

行事の準備などで役員同士が顔合わせした時に日程と作業
内容を決定する。              　　                   【活動No.5】

組織
単体型

具体的な作業内容は，いきいき保全隊の記録（農業水利施設
の破損箇所など）を参考に，行事の準備などでいきいき保全
隊員と顔合わせした時に検討する。        【活動No.10,11,12】

 
図５ 社会ネットワーク分析の結果 

注：図中の組織間の紐帯の数値は重複する構成員数を示す。 

農業組合
役員

区役員

むらづくり
委員会役員

いきいき
保全隊役員

老人会
役員

公民館役員
5

5
8

6
10

2

3

3

3

1

1

2

各住民組織 次数中心性
重み付き
次数中心性

区役員 3 13
農業組合 3 13

むらづくり委員会役員 5 15
いきいき保全隊役員 5 22
公民館役員 5 31
老人会役員 3 4

組織間
関係図
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３．総合考察 
 
ここでは，本研究で得た知見にもとづき，業務分担と活

動調整の視点から維持管理の継続要因を考察し，今後の維

持管理の継続に向けた課題を組織面から検討する。 
まず，担い手組織間の維持管理活動の業務分担の結果

（表４）を整理すると以下の通りである。主に区が《計画

作成》と《実地作業》を担う「全世帯出動型」の活動によ

って，空間全体の清掃が網羅的になされていた。この「全

世帯出動型」を基礎に，「組織単体型」の活動が行われるこ

とで，農業水利環境ストックの点検と補修が補完されてい

た。この点検と補修は，主にむらづくり委員会といきいき

保全隊が担っていた。また，全活動の《記録・広報》は，

むらづくり委員会といきいき保全隊が担っていた。こうし

た事実より，本地域では，各担い手組織が業務分担しなが

ら個々の維持管理活動を遂行することで農業水利環境ス

トック全体の維持管理が補完されていたと考える。 

次に，担い手組織間の活動調整の結果（図５，表５，表

６）を整理すると，組織間の構成員の重複に加え，１年を

通じて 10 件の集落行事が開催されていたことで，各組織

の役員同士が維持管理の《計画作成》に関して定期的に話

し合う機会が生じ，活動調整が図られていた。この際，い

きいき保全隊の記録にもとづき《計画作成》の検討が行わ

れていた。 なお，集落行事の多く（6件）は，全担い手組

織と重複構成員を有する公民館が主催していた。こうした

結果より，本地域では，担い手組織間の構成員が重複して

いることに加え，年間を通じた集落行事が開催されていた

ことで，組織間の役員同士による活動調整が可能となり，

これにより《記録・広報》の内容が《計画作成》に反映さ

れ，必要に応じた《実地作業》が実行されていたと考える。 

 以上の維持管理の継続要因において，多面的機能支払交

付金により設立されたいきいき保全隊が《実地作業》（点

検・補修）および《記録・広報》（記録）という重要な役割

を果たしていた。しかし，こうした支援制度の長期的継続

が保証されないなか，どのように同組織の役割を補完する

かが今後の課題だと考える。その際，同組織と類似した役

割を有していたむらづくり委員会への役割の統合が有効

だと考える。しかし，２．１の結果より，むらづくり委員

会は，構成員が長期的に所属する傾向にあり，組織内の世

代交代がうまく図られていない状況が示唆された。よって，

今後の維持管理の継続に向けて，どのようにむらづくり委

員会の世代交代を図っていくかが課題だと考える。 
 
おわりに 
 
本研究では，高度事業導入以降も 27 年間にわたり住民

参画型の維持管理を継続してきた滋賀県甲良町を対象に，

各担い手組織の変化を把握したうえ，2017年現在における

維持管理活動の業務分担を解明し，住民組織間の活動調整

を解明した。これらの結果をふまえ，維持管理の継続要因

と課題を組織面から考察した。今後の研究課題は，各住民

組織の変化が維持管理の継続に及ぼす影響の解明である。 
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補 注  

1）具体的施工例に，空石積護岸工やビオトープ池の造成などがある。 

2）農業水利施設高度利用事業は現在，地域用水環境整備事業として水環

境整備を実施している。 
3）調査対象者4名は，区や農業組合，公民館，むらづくり委員会，いき

いき保全隊など，担い手組織の長を務めた経験を有する。 
4）先行研究では，構成員の重複が組織間連携を促進することが示唆され

ている（乳深ほか，2004）。予備調査では，「（組織間の活動調整に関し

て）正式な協議の場はなく，運動会なんかの行事の準備の際にやってい

る」という意見があった。 

5）Andrej Mrvar （2018.6.18更新）Pajek: analysis and visualization

 of large networks．<http://mrvar.fdv.uni-lj.si/pajek/>, 2018.9.

26参照． 

6）本地域では，複数組織の構成員になっている人が活動に参加した際，

「どの組織として参加しているか」を明確にしたうえ参加していた。 
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